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▲まごころを込めて調理

1７ 223

農作物に関してのお願い　～農家の皆さんへ～

安心・安全な給食の提供を

特
集
／
震
災
、
そ
の
後
。
Ⅰ

　東日本大震災の発生から半年が経過しました。
　原発事故は収束の見通しが立たず、不安な日々が続いています。
　今月号では、市で行っている放射能対策や皆さんにお願いすること
　などをお知らせします。

　
市
で
は
、
給
食
に
使
用
す
る
食

材
に
放
射
性
物
質
が
含
ま
れ
て
い

な
い
か
検
査
す
る
た
め
、
２
学
期

か
ら
「
食
品
放
射
能
測
定
シ
ス
テ

ム
」
を
導
入
し
ま
し
た
。

　
こ
の
検
査
で
、
食
材
か
ら
放
射

性
物
質
が
検
出
さ
れ
な
い
こ
と
を

確
認
し
、
学
校
給
食
を
提
供
し
て

い
ま
す
。

　
食
品
放
射
能
測
定
シ
ス
テ
ム
を

使
用
し
た
検
査
の
詳
細
は
次
の
と

お
り
で
す
。

⃝
設
置
場
所
・
台
数

　
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
、
大
信
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
そ
れ
ぞ
れ
１

台
ず
つ
設
置
し
て
い
ま
す
。

⃝
性
能

　
食
品
に
含
ま
れ
る
放
射
性
物
質

を
下
限
値
30
ベ
ク
レ
ル
／
㎏
ま
で

測
定
で
き
ま
す
。

※
30
ベ
ク
レ
ル
／
㎏
未
満
の
場
合

は
不
検
出
（
Ｎ
Ｄ
）
と
な
り
ま
す
。

⃝
検
査
対
象

　
給
食
セ
ン
タ
ー
で
使
用
す
る
食

材
と
自
校
式
給
食
で
使
用
す
る
食

材
が
対
象
で
す
。

⃝
検
査
方
法

　
給
食
に
使
用
す
る
個
々
の
食
材

を
、
専
任
の
検
査
員
３
人
が
毎
日

検
査
し
て
い
ま
す
。

⃝
原
則

　
国
の
暫
定
基
準
値
は
５
０
０
ベ

ク
レ
ル
／
㎏
で
す
が
、
本
市
で
は
、

こ
の
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
放
射
性
物

質
が
検
出
さ
れ
た
場
合
、
そ
の
食

材
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

⃝
お
知
ら
せ

　
こ
れ
ま
で
に
、
地
元
産
を
中
心

に
２
０
０
種
類
以
上
の
食
材
の
検

査
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

全
て
の
食
材
で
放
射
性
物
質
は
不

検
出
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
給
食

を
食
べ
ら
れ
る
よ
う
、
今
後
も
徹

底
し
て
検
査
を
行
い
ま
す
。

　
平
成
23
年
産
の
稲
わ
ら
等
に
つ

い
て
は
、
収
穫
し
た
水
田
に
す
き

込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
た
だ
し
、
稲
わ
ら
等
の
焼
却
は

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
市
で
は
、
市
の
水
道
水
以
外
の

水
（
井
戸
水
等
）
を
使
用
さ
れ
て

い
る
家
庭
を
対
象
に
、
水
の
放
射

性
物
質
の
検
査
を
実
施
し
ま
す
。

　
検
査
の
申
し
込
み
は
、
電
話
に

よ
り
水
道
部
で
受
け
付
け
ま
す
。

申
し
込
み
後
、
指
定
さ
れ
た
日
に

水
道
部
（
立
石
山
）
、
本
庁
舎
生

活
環
境
課
、
各
庁
舎
事
業
課
、
各

行
政
セ
ン
タ
ー
に
、
検
査
す
る
水

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
検
査
結
果
は
後
日
郵
送
し
ま
す
。

⃝
持
参
す
る
際
の
注
意
点

・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
１
ℓ
以
上
の

も
の
を
準
備
し
、
フ
ィ
ル
ム
を
は

が
し
て
２
・
３
回
水
洗
い
す
る
。

・
井
戸
水
は
５
分
程
度
出
し
て
か

ら
採
水
す
る
。

・
空
気
が
入
ら
な
い
よ
う
に
口
ま

で
入
水
す
る
。

・
指
定
さ
れ
た
日
に
採
水
す
る
。

⃝
申
込
方
法

・
電
話
で
受
け
付
け
ま
す
。
水
道

部
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

⃝
お
知
ら
せ

　
市
の
水
道
水
か
ら
は
、
放
射
性

物
質
は
検
出
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
の

で
、
安
心
し
て
ご
使
用
く
だ
さ
い
。 　

子
ど
も
た
ち
の
生
活
空
間
で
あ

る
通
学
路
の
歩
道
や
側
溝
、
公
園

等
の
除
染
活
動
を
行
っ
て
い
た
だ

く
団
体
を
支
援
し
ま
す
。

⃝
補
助
対
象
団
体

　
町
内
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等

⃝
低
減
活
動
の
内
容

　
草
刈
り
、
土
砂
撤
去
、
洗
浄
等

の
除
染
作
業

※
作
業
実
施
前
後
の
放
射
線
量
の

測
定
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

⃝
補
助
対
象
経
費

　
備
品
購
入
費
、
消
耗
品
費
、
燃

料
費
、
印
刷
費
、
保
険
料
、
委
託

料
、
使
用
賃
借
料
、
そ
の
ほ
か
作

業
に
必
要
な
経
費

⃝
補
助
金
の
額

　
50
万
円
（
上
限
）

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
放
射
能
の
影
響
か
ら
、
食
品
の

安
全
性
へ
の
不
安
が
高
ま
る
中
、

農
作
物
は
収
穫
の
段
階
か
ら
注
意

深
く
管
理
を
行
い
、
出
荷
等
に
備

え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
平
成
23
年
産
の
米
の
収
穫
に
あ

た
り
、
収
穫
作
業
時
の
留
意
点
や

米
の
副
産
物
（
稲
わ
ら
、
も
み
殻
）

の
取
り
扱
い
に
関
し
て
、
次
の
こ

と
を
皆
さ
ん
に
お
願
い
し
ま
す
。

　①
収
穫
に
使
う
農
機
具
（
コ
ン
バ

イ
ン
、
グ
レ
ン
タ
ン
ク
等
）
は
、

使
用
す
る
前
に
良
く
掃
除
を
し
て

く
だ
さ
い
。

②
倒
伏
し
た
稲
を
刈
り
取
る
場
合

に
は
、
も
み
に
土
が
混
ざ
ら
な
い

よ
う
に
、
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

③
コ
ン
バ
イ
ン
等
の
農
機
具
が
土

で
汚
れ
た
場
合
に
は
、
こ
ま
め
に

洗
浄
し
て
く
だ
さ
い
。

④
作
業
終
了
後
の
農
機
具
は
、
次

年
の
作
業
に
向
け
洗
浄
を
十
分
に

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
土
壌
中
の
放
射
性
物
質
の
混
入

で
、
米
の
放
射
性
物
質
の
数
値
が

高
く
な
る
の
を
防
ぐ
た
め
で
す
。

◎連続掲載

▲食品放射能測定システム▲測定の様子
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大
信
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９
７
４　
東
☎
�
２
１
１
３

問
本
庁
舎
農
政
課　
内
２
２
２
４

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

水
道
部
☎
�
３
２
２
１

米
の
収
穫
作
業
時
の
留

意
点

食
品
放
射
能
測
定
シ
ス

テ
ム
を
導
入

米
の
副
産
物
（
稲
わ
ら
、

も
み
殻
）
の
取
り
扱
い

　

　

　野生のきのこから食品衛生法上の暫
定規制値（500ベクレル/㎏）を超え
る放射性物質が検出されました。
　これにより、中通りおよび浜通りの
全市町村と猪苗代町に出荷制限が出さ
れています。
　野生のきのこを採取して、出荷や譲
渡はしないでください。

問本庁舎農政課　内2224

野生のきのこに出荷制限

井
戸
水
の
無
料
検
査

低
減
活
動
支
援
事
業

▲笑顔で給食を食べる児童（白四小）

市の放射線への対応は…

◆ お知らせ ◆

10 月１日から、
放射能に関する
事務を担当する
「放射線対策室」
を市長公室に設
置しました。


